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全地球化 と知識情報革命時代の
国際関係論

一 経 済 の ア ジア ・シフ トと米 国主 導 の知 識情 報 革命 は

21世 紀 の 国際 関係 にい か な る影 響 を与 え るか?一

林 亮

InternationalRelationsintheEraofGlobalization

andKnowledgeRevolution.

HAYASHIAkira

1.21世 紀初頭 にお ける国 際関係 論 の課 題

(1)国 際関係 論 の課題

言 うまで もな く国際 関係 論 は平和 追 求 とい う明確 な 目的意 識 を有 す る学 問

で ある。

21世 紀初 頭 の 国際 関係 にお け る最大 の特 徴 は グローバ リゼー シ ョンの拡大

で あろ う。 科学技 術 の加 速 度的発 展 とと もに ま さに地球規 模 で進 行 す る全地

球 一体化 の過程 は,世 界 経済 を0つ に結 びつ け さ らに 自由民 主主 義 を唯 一 の

政 治手段 とす る価 値観 の画一化 に まで進 も うと して い るか に見 え る。

しか しグローバ リゼ._._ションは同時 に これ まで世界 政 治 を主導 して きた 欧

米 の政 治 ・経 済支 配 の寡 占化 を も これ まで に ない水 準 まで 高 め て しまっ た。

グ ローバ リゼ ー シ ョンが進 行 す る世界 はい わゆ る欧米先 進 国 とア ジア,ア フ

リカ,ラ テ ンアメ リカの発展 途上 国の経 済 的格差 を さ らに大 き く拡 大 した。

21世 紀初 頭 国際政 治最大 の課題 の一 つ は 間違 い な くグ ローバ リゼ.__.ション

進行 に よる中心 と周 辺 問の矛盾 の解 決 で あ る。 ます ます拡 大 す る貧 困 と不 平

等 の根本 的解 決 が希求 され てい る。

この時代 の も う一 つ の特 徴 は,知 識 情 報 革命 の地球 レベ ル の波及 で あ る。
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世界 経 済一体 化 を背 景 として,イ ンター ネ ッ トの普及 に よる地球規模 の情報

一体化 は確実 に進行 し人 間の生活 を根 本 的 に変化 させ る水準 に近 づ いて い る。

しか し情報 の共有 は同時 に軍 事技術 の波 及 とい う副 産物 を生み 出 した。21

世紀 の国際社 会 は,飢 餓 に さえ直面 した最貧 国 が核 兵 器 と長距 離 ミサ イル を

開発 し,欧 米 先 進 国 に深 刻 な脅威 を与 え うる軍 事技 術 拡散 の世 紀 で もあ る。

また高度 工業技 術 に よっ て高付加 価値 化 した先進 工業 国 は,い わゆ るテ ロ攻

撃 に脆 弱 な社 会 へ と変貌 して い る。

「中心」 の 欧米 諸 国 は,軍 事 的抑 止 力 を保 有 す るに至 った 「周 辺」 諸 国 を

放 置 してお くこ とは許 され な い。 早急 に軍 事 力 に依 存 しな い地球 規 模 の政

治 ・経 済 的調 整 能力 が求 め られ てい る こ とは誰 もが認 め る事 実 で ある。

(2)新 た な時代 への対応 求 め られ る国 際関係 論

20世 紀 末 か ら21世 紀初 頭へ の国際 関係 の変 化 をs中 心不在 の 中世 的世 界 か

ら冷戦 に勝 利 した ア メ リカ に よる世界 の一 国支配 へ と変 わ ってい く 「帝 国 の

時代 」 の幕 開 け と考 える人 々が あ る。 しか し現実 に はア フガニス タ ン ・イ ラ

ク情勢 は,軍 事 干渉 を行 うアメ リカの意志 通 りには進 んで はい ない。 アメ リ

カの力 は低 下 して い る。 帝 国主 義 的侵 略 は可 能 で も,本 来の 意味 での圧 倒 的

な力 を持 ってす る 「帝 国的支 配」 の 時代 はや って こない だろ う。1)

実 際 に は 日本 を嗜 矢 として ア ジ ア経済 は着 実 に発展 して い る。21世 紀 中 に

は 間違 い な く中 国 はGDPベ ー ス で ア メ リカに追 いつ くだろ う。 そ して イ ン

ドが 中 国 の経 済発 展 に続 くとみ られ て い る。世界 の経 済 の 中心 は確 実 にアジ

ア に移 行 しつ つ あ る。経 済 の 中心 の移 行 の後 に は政治 ・軍事 上 の力 の移 行が

起 こ るだ ろ う。

ア メ リカは知 識 情報革 命 の成 果 を政 治経済 の諸 分野 と くに軍事革 命 に よっ

て強化 され た軍事 力 を使 って ア ジアへ の力 の シ フ トを押 しとどめ てい るにす

ぎな い。 アメ リカの 支 配 の方 法が 軍 事力 に突 出 して い る状 況 が 「帝 国主義 」

あ るい は 「帝 国」 的 支配 と して我 々の 目に映 っ てい る もの と思 われ る。

欧 米 か らア ジ アへ と経 済 の 中心 が シ フ トす る国際社 会 の大変 動 と,21世 紀

も継 続 して世界 を支 配 しよう とす る欧米 の軍 事 ・政治 シス テ ムが 「知識 情報

革命 」 の力 を借 りて何 処 までそ の有効 性 を維 持 しうるのか とい う問題 を,国

際 関係 論 が如何』にそ の理 論 的射程 に捉 え るか。 かつ その シフ トが如何 に戦争
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を伴 わず に平和裡 に行 われ る には どう した らよいの か。 この二つ の課 題へ の

迅 速 な対 応 が 国際 関係 論 に求 め られ てい る と確信 す る。

2.グ ロ ーバ リゼー シ ョン とアジ ア ・シ フ ト

(1)グ ローバ リゼ ー シ ョンに よ る矛 盾の激 化

地 球 の グ ローバ ル化 は急 激 に進行 し,同 時 に多 くの矛 盾 が 噴 出 して い る。

多 くの 問題 は ご く0部 の先 進工 業 国 に よる情 報 ・経 済 ・文化 の独 占 ・寡 占化

の激化 に よって,分 配 され る富 が縮 小 しグ ローバ リゼ ー シ ョンの 中心 以外 の

大部分 の国家 ・地域 にお いて貧 困 と衰退 が進 んでい る こ とであ る。

しか しグローバ リゼー シ ョンは同時 に地 球社 会 の民 主化,知 識 ・情 報化 も

大 き く前 進 させ る結果 とな った。従 来 の孤 立 した地 域社 会 で は見 えなか った

不 平等 や 多 くの矛盾 が 顕在化 し,同 時 に諸 矛盾解 消 が全 地 球 的課題 と して台

頭す る こ とに なった。

ここに グローバ リゼ ー シ ョンを西 欧近代 化 の拡 大 過程 と捉 えれ ば,近 代化

プ ロセ スの先 行 ・後発 関係,政 治経 済 シス テ ム上 の支 配 ・被 支 配 関係 にお け

る不平 等 と矛盾 の解 決 の 中心 的課題 と して 「西 欧 中心 主義」 の問題 が重 要 な

課題 となる こ とは明 白で あ る。 国際 関係 論 は平和 追 求 とい う国際 関係 論本 来

目的達 成 の ため に 「近代化 」 の 問題 に正面 か ら応 える必要 に迫 られ て い る。

しか し国際 関係 論 は第一次 大 戦 と第二 次大 戦前 後 に ヨ._..._ロッパ を中心 とし

て生 まれた学 問で あ る。 それ ゆ え国際 関係 論 自体 が 近代化 論 の 限界 で あ る西

欧 中心 主 義 を共 有 して い る こ とは否 定 で きず,全 地球 化 の進 行 した現 代 の 国

際 関係 を捉 え きれ ない 国際 関係 論 的視 野 あ 限界 を有 してい るの であ る。2)

ここに我 々 は国際関係 論 の視 野拡 大 し,全 地球化 時代 に西 欧 近代 が生 み 出

す矛盾 を ど う解 決す るか とい う課 題 の解 決 をはか らね ばな らい ので あ る。

(2)オ リエ ンタ リズ ム

①従 来 の 国際関係 認識 枠組 み

従 来我 々 は国際 関係 の認p枠 組 み の 中 に,西 洋 と東 洋,宗 主 国 と植民 地,

欧米列 強 とア ジア ・ア フ リカ ・ラテ ンアメ リカ,あ るい は先 進 国 と後進 国,先

進 国 と発 展 途上 国 とい っ た二 元 的で対 立 的 な概 念 を有 して きた。 しか しこれ

らの枠 組 み は強力 で豊 か な支 配 国 の側 か ら見 た対 立概 念 で あ る。
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冷 戦期 に は東西 の イデ オ ロギー対 立 の構 図 に南北 問題 が隠蔽 されて きたが,

冷戦 終結 とそれ につ づ く一層 の グ ローバ ル化 進展 は,グ ローバ ル ・ス タ ンダ

ー ド(世 界標 準)と い う強 国 の論 理 の押 しつ け を可能 と し,貧 困 国 ・貧 困地

域 の ます ます 窮 乏化 を招 くこ とにな った。構 造 的不 平 等 な国 際秩 序へ の告 発

は繰 り返 され てお り,南 北 問題 や 中心 ・周辺 理論 な どの提起 はそ の ような異

議 申 し立 て の一部 で あ る。 また第 二大 戦後 の社 会 主義 革命 の頻発 な どもそ の

動 きの一 部 と捉 え られ る。

しか しなが ら国連 な ど国 際機 関 ・会 議 に十 分 な仲 裁 と調 整 能 力 は無 く,

9ユ1事 件 な ど世 界 で頻 発 す る対 米 テ ロ も米 国一 国支 配へ の抵 抗 と解 釈 す る こ

と も可 能 で あ る。 この ような世界 情勢 の中で これ らの構 造 的不平 等 の根源 は,

世 界構 造 の二 元論 的把 握 自体 に隠 され てい る西 欧 中心 主義 にあ る と喝破 した

のが エ ドワー ド ・W・ サ イー ドで あ る。

② オ リエ ンタ リズ ム

1978年 出版 の サ イー ド著 『オ リエ ンタ リズ ム』 は 「西洋 の東洋 に対 す る支

配 」へ の告発 書 で あ る。 サ イー ドは,イ ギ リス委任 統 治 時代 のパ レスチ ナ に

生 まれ たア ラブ系 パ レス チ ナ人 で,カ イ ロ,ヴ ィク トリア ・カ レッジで教 育

を受 け た後,渡 米 し米 国市 民 とな った。 サ イー ドは,オ リエ ン トは ヨー ロ ッ

パ の実 体 的 な文 明 ・文化 の 一構成 部分 であ り,「18世 紀 以来 の東洋 に対 す る西

洋 覇権 の傘 下 に,ア カデ ミー にお ける研 究,博 物館 の展示,植 民 地省 の再編

人類 と宇 宙 に関す る人i類学 的 ・生 物学 的 ・言語 学 的 ・人種 ・歴 史 的命題 の理 論

的解 説,開 発 ・革 命 ・文化 的パ ー ソナ リテ ィー ・民族 的 また は宗教 的特 質 に関

す る経 済 学 的 ・社 会 学 的理 論 の 実例 ・ ・一 つ の複 合体 と して の オ リエ ン ト」

が 出現 した とす る。

「オ リエ ン タ リズ ム は,こ の 内 な る構 成 部 分 として の オ リエ ン トを,文 化

的 に も,イ デオ ロギ ー的 に も一つ の様二態 を持 った言 説(デ ィス クール)と し

て,し か も諸制 度,語 彙,学 識,形 象,信 条,さ らに植 民地 官僚 制 と植 民 地

的様 式(コ ロニ アル ・ス タイル)に 支 え られ た もの と して,表 現 し,表 象 す

る。」3)

オ リエ ン タリズ ム とは東 洋(オ リエ ン ト)と 西洋(オ ク シデ ン ト)の 聞 に

設 け られた存 在 論 的 ・認 識論 的 区別 に基 づ く思考 様 式 で あ る と同時 に」東洋
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も西 洋 も居 所 的,地 域,地 理 的 区分 は人 間が 作 り出 した もの で あ り,思 想 ・

形象 語 彙 の歴 史 と伝 統 を備 え た観 念 の集合 体 で あ る。 オ リエ ンタ リズ ム と

は西洋 が東 洋 を支 配 し再構 成 し威 圧す るた めの西 洋 の様 式 な のだ と彼 は主 張

す る。4)

サ イ._....ドは西 洋 が東洋 を異 質 で劣 っ た存 在 と して把 握 す るため の知 的枠 組

み こそ オ リエ ンタ リズ ムの本 質 で あ る と して,西 洋 は 「伝 統」 に束縛 された

東 洋 を 「近代 化」 にむ か って導 く責務 を有 してお り,そ れ故 に地 理 的拡 張政

策や植 民地 主義,人 種 差 別主 義,自 民 族 中心 主義 に支 え られ た西 洋 の東 洋支

配 は正 当化 され る と批 判す る。

③ 知 の 支配構 造

サ イ円 ドはオ リエ ンタ リズ ムの 「知 の 支配構 造」 の 中心 に言説 の概 念 が存

在 す る とい う。

言説 とは 「権力 と知」 の枠 組 みで あ り,人 間が現 実 を理解 し説 明 す る ため

の理解 の枠組 みで あ る。彼 は欧米 の マス メ デ ィアが 中東 やパ レスチ ナ人 を脅

威 と認 識 され る情報 を意 図 的 ・選 択 的 に伝 え る こ とを繰 り返 す言 説 の形成 に

よって,現 実 に 中東 に脅威 を作 り出 してい る こ とを指 摘 し,言 説 に よっ て恣

意 的 に脅威 が形成 され る過程 を明 らか に してハ リウ ッ ドを初 め とす る米 国 マ

ス メデ ィアの あ り方 を強 く批 判 した。

そ の上 で 「支 配 的で も強制 的 で もな い知 のあ り方」新 た な知 の枠 組 みが希

求 されて い る と説 き,サ イー ドは オ リエ ン トを遙 か に超 えて西 洋 と東 洋 とい

う二 分 され た世 界 の矛盾 を解 決 す る課 題 を,「 近代 化 」 をめ ぐる地 球全 体 の

問題へ と普 遍化 した。

支 配の根 底 に西 欧 中心 主義 が存在 す る こ とを明 白に指摘 した ところ に重 大

な意義 が存 在す る。 サ イー ドの告発 は 国際 関係 論 の知 的枠 組 み の基 盤 に ある

西 欧近 代 に 向け られて お り,同 時 に西 洋 に よる非 西 欧支 配解 決 に 明 白な る処

方箋 を与 え きれ ない国際 関係 論 に対 す る容 赦 ない批 判 ともな ってい る。

9.11テ ロにお い て ムス リムや ア ラブ世界 に対 して示 された 米 国 の好戦 的行

動 は,21世 紀 の現在 で さえ米 国の世界 戦 略が オ リエ ン タリズ ムの 「知 的枠 組

み」 に支配 され続 けて い る事 実 を明 らか に した と してそ の死 まで彼 の告発 は

続 い た。5)
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(3)世 界 と歴 史 の 中心 は ヨ....ロッパ だ けで はない

① 西 欧 中心 主義 を証 明 す る世 界 システム論

ヨー ロ ッパ 中心 主 義 的世ea=を 支 える もの は何 なのか?

シューマ ンが 『国際 政治 』 で言 う ように現 在 の 国際 関係 の起 源 が ヨー ロ ッ

パ にあ れ ば,さ らに現 在 支 配 的 な経 済 シス テ ムであ る近代 世界 シス テムの起

源が ヨー ロ ッパ にあ れば,ヨ ー ロ ッパ 中心 主義 的世界 観 は ほぼ正 当化 され う

6)る
。

ウォー ラース テ イ ンは現 在 の世 界経 済 は西 ヨー ロ ッパ を 中核 に16世 紀 に成

立 し,500年 か け て地 球全 体 に拡 が っ た経 済 シス テムで あ り,こ れ を世界 シ

ス テム と名付 け た。

彼 は15世 紀 ごろ まで に,北 イ タ リアで行 われ た政 治 ・経 済 のパ ター ンが16

世 紀北 西 ヨー一ロ ッパ まで拡 大 し,ス ペ イ ンtオ ラ ンダ,英 国,米 国へ と覇権

国家 の生成 ・発展 ・衰 退 を興 亡 の歴 史 と して世界 シス テ ムを説 明 した。 同時 に

世 界 システ ム は資本 蓄積 の差 に よって分極 化 してい く中枢 ～半 周辺 ～周 辺 の

三 層構 造 を有 し,し か も中枢 の生 成期 と確 立期,安 定期 と衰 退期 は,ほ ぼ25

年 単位 で繰 り返 され る と して経 済 と覇 権 の100年 サ イ クル論 を提 起 した。

そ して ヨー ロ ッパ は 「世界 シス テム」 を生 み 出 した世 界 史上,唯 一例外 的

な存 在 で あ っ て,西 欧 は世界 の教 導者 で あ り支 配者 であ る こ とを許 され る。

ウ ォー ラー ス テイ ンの 「世界 シス テ ム論」 は,ヨ ー ロ ッパ 中心 主義 的世界 観

を科 学 的 に実証 した理 論 とされ るので あ る。

い ま我 々は必ず し もヨー ロ ッパ が世 界経 済 システ ムの地 理 的 ・歴 史 的 中心

で は無 か った こ とを証 明で きる論拠 を二つ あげ るζ とが で きる。一 つ は世 界

規模 の経 済 シス テ ム は ヨー ロ ッパ 近代 が生 んだ世界 シス テ ム以 前 に存 在 した

こ と。 も う一 つ は この経済 シス テ ムが世界 に拡 大 した 「地理 的拡 大」 の技 術

的裏付 けで あ る 「大航 海 時代」 は ヨー ロ ッパ に特 有 の もので は ない とい うこ

とで あ る。 近代 世 界 シス テ ムの起 源 は必 ず し もヨー ロ ッパ だけ で は無 い し,

ヨー ロ ッパ だ けが 地 理 的 拡 大 を為 す 唯 一 の存 在 で もな い こ とが 証 明 で き

る。7)

② ヨー ロ ッパ 中心 主義 の否定

ル ゴ ドは 『ヨー ロ ッパ覇権 以 前一 も う..__.つの世界 シス テムー 』 で,少 な く
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と も13世 紀 まで に は北 西 ヨー ロ ッパ か ら東 ア ジア,中 国 に及 ぶ多 くのサ ブ ・

システ ムか ら構 成 され る世界 的経 済 シス テ ムが存在 して い た と言 う。

サ ブ ・シス テム は,ヨ ー ロ ッパ,地 中海,中 央 ユ ー ラ シア,ペ ル シ ャ湾,

紅 海,イ ン ド洋,東 南 ア ジア,中 国経 済 圏 の8つ か らな り,相 互 に対等 な関

係 で交 易す るサ ブ シス テ ム同士 の緩 やか な結 びつ きに よって独 占的覇権 の存

在 しない統0的 な世界 経 済 シス テムが成 立 して いた とす る。

13世 紀 に形 成 された この世 界 シス テ ム は,交 易 は対 等 な力 関係 にあ る多 く

の従事 者 に よっ て行 わ れ,多 様 な経 済 ・文化 シス テ ムが共 存 ・協 力 して い た。

14世 紀初 め に頂 点 に達 す るが,こ の後 この シス テム は徐 々に ほ ころ び解体 に

向か った。16世 紀 初 め の近代世 界 システ ム は,旧 世 界 シス テム の衰退 に よる

歴 史 の偶 然 の所産 で しか ない。

ル ゴ ドは西 欧近 代以 前 にす で に統 一 的 な世界 経済 シス テ ムが存在 してお り,

お そ ら くそ れが近代 ヨー ロ ッパ 国 際 シス テム の原型 で あ ろ う と言 う。8)

また リヴ ァシー ズ は,『 中 国が 海 を支 配 した と き』 にお い て,明 の宙 官 鄭

和 が艦 隊の 司令官 と して,1405年 ～1433年 までの ほ ぼ30年 間で東南 両 シナ海

か らイ ン ド洋,台 湾,ペ ル シ ャ湾,ア フ リカ大 陸 まで到 達 す る7回 の大航 海

を行 った こ とを明 らか に して 「大航 海 時代」 が 西 欧近代 の独 占物 で ない こ と

を証 明 した。

この宝船 艦 隊 の旗 艦 は120mの9本 マス トを有 す る大 型 ジ ャ ンク船 で宝 船

と呼 ばれ た。 艦 隊 は この ほ か食料 補 給 船,水 タ ンカー,騎 馬 輸 送船,軍 艦

巡視 船 な ど100隻 近 い随行船 を伴 い乗 組 員 は総勢28000人 に達 した と言 われ る。

これ らの歴 史 的事 実 は ヨー ロ ッパ の地 理 的拡 大 の裏づ けで あ る航 海技術 の

優 位性 の根 拠 を覆 す もの であ る。 コロ ンブス のサ ンタマ リア号 は三 本 マス ト

の カラベ ル船 で あ るが,そ の全 長 は25mで しか な く,遠 洋 航 海 にお け る壊 血

病 で さえ克服 してい た と見 られ る中国宝 船艦 隊 に比較 して規模 か ら も技術 的

に も勝 って いた とは とて も思 えない。

ところが 明 の皇 帝 は突 然 海外 渡 航 と艦 船 の建 造 ・修 理 を禁止,世 界 最 強 の

艦 隊 は 「近代 」 直前 に消 滅 して しま った。鄭和 の宝船 遠征 は基 本 的 に平和 な

交易 目的で行 われ,し か も艦 隊 は実 質的 な多 言語 主義 と宗 教 的寛 容 主義 で貫

か れて いた と言 われ る。



48

海 洋 国家 として 隆盛 を極 め た中 国が,何 故 意 図的 に 自 ら強大 な海軍 力 を廃

棄 し,ヨ ー ロ ッパ に対す る技術 的優 位 を失 うこ とにな ったの か?宗 主 国の言

語 と宗教 を朝 貢 国 に押 しつ け,容 赦 な い武 力支 配 を何 故 行 わ なか ったのか?

ヨー ロ ッパ 人 に よる大 航海 時代 は新 世界 発見 とそ れ に続 く何 世紀 に もわ た

る過 酷 な植民 地 支配 の幕 開 けであ った こ とと,中 国 の大航 海 時代 が 覇権 的交

易 シス テ ム を生 まなか った歴 史 的事 実 を考 え合 わせ る と近代 化 理解 の構造 へ

の一 つ の鍵が 隠 されて い る よ うに思 え てな らない。9)

(4)世 界経 済 の アジ ア ・シ フ ト

① 知 の帝 国主 義

サ イー ドは 「支 配 的 で も強制 的 で もない知 の あ り方」 を生 み 出 さね ば な ら

な い と説 くが,そ れ はオ リエ ン トを遙 か に超 えて西 洋 と東 洋 とい う二分 され

た世 界 の矛盾 を解 決 す る課 題 と して,「 近代 化 」 をめ ぐる地球全 体 の問題 へ

と普 遍化 され てい く。

コー エ ンが提起 したテ ーマ は,中 国が西洋 の侵 入へ の反応 として伝 統 を近

代 へ と転 換 した とす る 「衝撃 一反応 」 と 「伝 統 一近代 」 のパ ラダイ ムへ の疑

念 であ る。 この ような西 洋 中心 主義 的 なパ ラ ダイ ムで は,近 代 以前 の中 国は

「停 滞 的」 で あ り,西 洋 の侵 入 に よっ て は じめ て 中国社 会 の変 革 が始 ま った

とす る解 釈 を必 然 的 に招 いて しま う。歴 史 は西 欧近代 の拡 大 の歴 史 と しての

み解釈 され,中 国 自身 の 内部 か ら発 した要素 はすべ て切 り捨 て られて しま う。

歴 史 は中国史 に内在 す る視 点か ら理解 され なけ れば な らない とす る コーエ

ンの主 張 は,近 代 化 論 が持 つ西 洋 中心 主義 に対 す る疑念へ と発 展 し,さ らに

西 欧の優 越性 へ の根 本 的否 定へ と連鎖 す る。 それ ぞれ の地域 それ ぞれ の歴

史 の主体 者 の視 点 に立 ち戻 る こ とで,帝 国主義 を支 えて きた 「知 の構 造 」 は

崩 壊 し,西 欧 中心 主 義 を脱 し歴 史 はそ の再評価 を可 能 にす る。10)

② リオ リエ ン ト

フ ラ ンク は 『リオ リエ ン ト』 にお いて,西 欧 は何 故非 西欧 を支 配す る よう

にな り,今 なお支 配す る権利 を有 してい るの は なぜ か と問 いか け る。西 欧 は

本 質的 に東 洋 に優 越 して い るのか?

彼 はそ れ らの疑 問 に対 す る解 答 は,「 西 欧 が近代 を生 んだ とい う歴 史」 か

ら得 られ る はず だ と言 う。 この 「歴 史」 を科 学 的 に実証 したのが ウ ォー ラー
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ス テイ ンの 「近代 世界 シス テム」 で あ る。

「近 代 世界 シス テ ム」 は,西 洋 に16世 紀 に成 立 しほ ぼ500年 か け て地 球全体

に拡 が った現在 の経 済 シス テ ムであ り,唯 一 の世界 シス テ ム とな った経 済体

制 の こ とであ る。 それ は西洋 にのみ発 明可 能 で あ った例 外 的 で特殊 な もの で

あ り,同 時 に西 洋 の東 洋 に対 す る優 位 を証 明 す る もの で あ る。 そ こで は近代

化 の先駆 者 ・宣教 師 と して西 欧 に よる世 界 支配 は正 当化 され る とフラ ンク は

言 う。

フ ラ ンクは さ らに時 間的 には人類 史全 体,空 間 的 には地球 全体 の視 野 にた

つ全体 観(ホ ー リズ ム)的 世界観 か ら,西 洋 中心 の 「近 代世 界 シス テ ム」 的

世界 観 を批判 す る。

彼 は少 な くと も5千 年 以前 か らア フ リカ,ユ ー ラ シア大 陸 とそ の外 延 部 を

ふ くむ 「グ ローバ ル エ コノ ミー」 が存 在 し,地 球 規 模 の貿易 に よる相互 依存

の経 済体 制 が存在 した とす る。 しか もその 中心 は常 態 的 にア ジ ア にあ り,ヨ

ー ロ ッパ はイ ン ド続 い て中 国が 突入 した衰 退局 面 に乗 じて18世 紀 頃 に アジ ァ

中心 の世界 経 済 に参 入 した新 参者 に過 ぎない とす る。

現 実 の 欧米 の ヘゲ モ ニ ー は19世 紀 後半 か ら20世 紀 前 半 まで の わず か100年

ほ どに過 ぎず,日 本 の経 済発展 に始 まった ア ジ ァの再 台 頭 はア ジアNIES一

束 ア ジア諸 国の連鎖 的発 農局 面へ と向 かい,中 国 の台頭 に よって再 び アジ ァ

の 時 代 が や っ て くる の は確 実 で あ る と主 張 した 。11)「 リ オ リエ ジ ト」 は オ リ

エ ンタ リズ ム を支 えた西 洋 中心 主義 的 イデ オ ロギ ーの破 綻 を歴 史 的 に実 証 し

た。12)

③ 世界 経済 のア ジア ・シフ ト

生 産 の中心 は明 らか にア ジア にシ フ トしつ つ あ る。 中 国の台頭 に よって経

済 の 中心eア ジアの 時代 が や って くる。 少 な くともアメ リカはそ う考 えてい

る。

2003年 の 中国 のj輸出総 額 は1990年 当時 の8倍3800億 ドル に達 し,2000年 当

時3.9%だ った 世界 の総輸 出額 に 占め る 中国 の シ ェ ア は2003年 まで に は6%

に拡大 す る と見 られ る。2002年 の世界 経 済成 長 の16%を 担 って い るの は中 国

で あ り,こ れは アメ リカに次 ぐ率 で あ る。13)

現在 は世界 経 済 にお いて ア メ リカ は世界0で あ り,こ れ に続 くの はEUで
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あ る。 中国 は世界 か らの直接 投 資 に よって世界 の工 場 と して成 長 しつ つ あ る

が,政 治 ・軍事・力 にお いて は地域 勢力 にす ぎない 。 しか し2020年 ごろ には中

国 は経 済規 模 で ア メ リカ に並 び,2065年 か ら2095年 まで に一 人 当 た りGNP

で ア メ リカに並 ぶ とい われ る。14)

フ ラ ンク は中 国 の台頭 に よって再 び ア ジ ァの時代 が到 来 す る と予 言 した。

ア ジァ は今 後 ます ます 多 くの富 を生 み 出す ようにな るだ ろ う。 しか し一方 で

地 球 一体 化 進行 に よって 欧米 先 進 国 主導 の グ ローバ リズ ム が進行 して い る。

支 配の 中心 と生 産 の 中心 が非 同心 円上 に存 在 し矛盾 は激化 してい る。

地 球 経済 の 強権 的支 配 ・市民 へ の収奪 の基 盤 とな ってい る欧米 支配 の 国際

関係 継 続 ・強 化 に対 して抑圧 され る側 か らの強 い反発 が起 きて い る。 一 方 で

情報 技術 の発 展 に よる発 展 途 上地域 へ の軍事技 術 波 及 は,必 然 的 に先進 各 国

の脆 弱化 を招 く。 人類 史全体 と地 球 的規模 の全体 観 的視 野 に立 って 国際 間関

係 を捉 える新 た な試み が必 要 と され てい る。西 欧 中心 の国際 関係 論 か ら地球

国際 関係 論ヘ シフ トが 要請 され るゆ えん だ。

問題 は国際 政治 上 の欧米 の圧 倒 的優 位 にあ る。 と くに冷戦勝 利後 のア メ リ

カの軍事 力 は圧 倒 的 で あ り,核 ・非核 を問わず今 後 数十 年 にわ た って他 国あ

るい は他地域 の追 随 を許 さない だ ろ う と言 わ れて い る。 そ して その アメ リカ

の政治 力 の基 盤 にあ る経済 ・軍事 上 の優 位 を支 えてい るのが 知識情 報革 命 で

あ る。 アメ リカは知識情 報 革命 の成果 を もって,台 頭 しつつ あ る アジアお よ

び諸 地域 の経済 力 ・政 治力 の強化 を押 しと どめ よ う と して い る ように思 われ

る。生 産 はア ジアが もっ ぱ ら行 い,消 費 は アメ リカが行 う。 国際経 済 シス テ

ムが これ で成 り立 って い る と言 われ て も,や は りこの よ うな事 態 は不 自然 で

あ る。

3.知 識情 報革命 の時代

(1)ポ ス ト近 代化 発 展論

1960年 代 半 ば に 「文 明後社 会 」到 来 を提 唱 した ボー ルデ ィング を噂矢 とし

て,人 間の歴 史 を三段 階 に分 け約500年 か けて グ ローバ ル ・シス テム となっ

た 「近代 化 シス テム」 が 限界 を迎 え,新 た な時代 を迎 えて い る とす る理 論 が

生 まれ た。



全地球化と知識情報革命時代の国際関係論51

ダニ エル ・ベ ル は この転i換を,経 済成 長 を中軸 的原則 とす る工 業 社会 か ら

理論 的知 識 の 中心性 と集成化 を中軸 的価 値 とす る脱工 業社 会 へ の転換 と捉 え,

ハ ーマ ン ・カー ンは紀元 後2000年 頃工業化 の諸段 階 が終 了 し,脱 工 業化 の諸

段 階 に突入 。 約200年 の後,紀 元後2200年 頃全 世 界 にお い て脱工 業 化 の段 階

が完 了す る とした。

さ らにブ レジ ンスキ ー は 『テ クネ トロニ ック ・エ イジー21世 紀 の国際 政治

一 』 にお いて
,来 るべ き時代 をテ クネ トロニ ック時代 と名付 け,コ ンピュー

ター,核 物 理学,テ レビジ ョンの組 み合 わせ が工 業社 会 と異 質 な世界 を生 み

出す と した。

これ ら一連 の ポス ト近代 化 発 展論 は,ほ ぼ500年 間 の西 欧近 代 化 の 時代 が

高度工 業技術 に支 え られ て質 的変 化 を生 み新 た な時代 が や って くる こ とを予

測 してい る ことにおい て共通 で あ る。15)

1980年 ア ル ビ ン ・トフラー は脱 近代 化 の時代 の変化 を もた らす 力 を 「第三

の波」 と名付 けた。彼 は紀元 前8000年 頃発 生 した農業 革命 を第一 の波 と した。

第二 の波 は1650～1750年 ごろ発 生 し300年 間 か けて世 界 に波 及 した産 業革 命

で あ る。 トフ ラwは 第二 の 波 は工場 に よる大量 生 産,機 械 耕 作,家 電 製 品,

医学 に よる平均寿 命 の伸 長,投 票 制度 な どを もって農 業文 明へ の挑 戦 を しつ

つ社 会 の質 を根本 的に変化 させ た と言 う。

そ して1955～1965年 にか けて米 国 で発 生 した 「第三 の波 」 は新 しい文 明 を

もた らす新 しい波 で あ り,コ ン ピュー ターの広 範 な使用,産 業 ジェ ッ ト機,

ピルの解 禁 な どを特徴 と して,米 国 を筆 頭 に,フ ラ ンス,ス ウェー デ ン,ド

イツ,日 本 な どに波 及。 わず か20年 ～30年 で歴 史 を変 え る激烈 な革命 で あ る

と言 う。

さ らに トフ ラ.__.は「第 三 の波」 が生 み 出す新 たな発展 は,社 会 の非 マ ス化

に よる少 数勢 力 重 視,半 直 接 民 主 主 義,決 定権 の分 散 な どを要 請 され る知

識 ・情 報 ・記号 ・文化 ・イデ オ ロギー ・価値 観 な どを資源 とす る新 た な社 会 の到

来 で あ る と し,情 報化 に よって工業 化社 会 の効 率 が究極 まで引 き上 げ られ る

知 識 ・情 報 革命 が到 来す る と し,こ の過程 に よって 地球0体 化 が促 進 され,

知 識 ・情報 がパ ワーの源 泉 となるパ ワー ・シ フ トが発 生す る こ とを予 言 した。

人類 は早 急 に これ に備 えな けれ ばな らない とした。
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トフラー は工 業社 会 が知 識情 報 革命 に よって,そ の効率 を革命 的 に高め る

こ とに よっ て新 たな社 会 が 出現 す る こ とを予測 した。 そ して この知識情 報社

会 の到 来 に いち早 く備 えた 国家 ・地域 が次 の世紀 にお いて世 界 を支配 で きる

こ とを明 らか に した。 知識 情報 革 命 とグ ローバ リゼ ー シ ョンは相 互 に刺 激 し

合 い なが ら地球 社 会全 体 の質 を根 本 的 に変 化 させ て い く。 トフ ラーの論 は脱

近代 化 の 時代 が 知 識 晴報社 会 の到 来で あ る こ とを確信 させ た。16)

(2)第 三 の 波の軍 隊

残 念 な こ とで はあ るが新 た な体 制 は戦争 に よってそ の優 劣 を検 証 され る と

い う言 葉 は あ る意 味真 実 か も しれ ない。知識 情 報革 命到 来 の確 固 たる兆 し と,

革命 の成果 の有 効性 を最 も端 的 な形 で証 明 したの は湾 岸戦 争 で あ った。

1980年 代 め初 め,「 第三 の波」 が発 表 され てほ ど無 い 頃 ア メ リカ陸軍 は知

識 情報 革命 が 軍事 戦略 に与 え る巨大 な影響 に注 目す る よ うにな った。 やが て

トフ ラニ とギ ング リ ッチ米 下 院議 長,米 国防省 は共 同 して 「第三 の波 の軍隊」

を研 究 す る よ うに な り,こ の努力 は米 軍 内部 で の情 報 軍事 革命(RMA)の

策 定 と推進 と して結実 す る よ うにな る。

トフ ラー は戦争 形態 は,農 業 時代 の 白兵 戦 ・近接 戦 闘か ら近代 産業 時代 の

産 業大 衆社 会 の軍 事 的表現 で あ る大規 模徴 兵 制,統a格 の兵器,殺 人 の産

業 化 で あ る大 量破 壊 ・大 量 殺 獄 戦 争(第 二 次大 戦 型)へ 変 化 した。 そ して

「第三 の波」 に よって再 び戦 争 形態 に革命 的変化 が起 きて い る。第 三 の波 の

戦 争形 態 は,外 科 手術 的破 壊 を可能 とす るスマ ー ト兵 器 の使 用,高 度技 術 を

有 す る意 欲 的志 願 兵 に よって構 成 され る軍 隊 コ ンピュー ター と通信 の融合

に よる情 報 と指揮 管 理,高 度 の管 理 ・統合 と機動 性 と即 時性 の保持,宇 宙利

用 と高度 の情 報管 理 を特徴 とす る軍 隊 に よって戦 わ れ る もの とな る と した。

トフ ラー の考 えは アメ リカ国防省 の受 け入 れ る ところ とな り,彼 らは米軍

にお い て情報 の共有 と意 志 決定 の現場 委 譲 を可 能 とす るた めの条件 整備 を進

め るた め に米 軍 内軍事 革命 に取 り組 んだ。17)

米 軍情 報 軍事 革命 の結 果 は湾岸 戦争 の死 傷 者 数 に端 的 に表 され た。勝利 し

た多 国籍 軍側 の死傷 者 は,多 国籍 軍 戦死 者126人,行 方不 明者56人,航 空機i

損 失46機i。 一方敗 北 した側 の イ ラ ク軍 は死 傷 者8万5千 人 か ら10万 人,さ ら

に捕 虜5万 人以 上,航 空 機 損 失103機,破 壊 され た戦 車約3700両 と情 報 軍事
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革命後 の米 軍 は湾岸戦 争 に一 方 的 に勝利 した。 知識 情 報革 命 の成 果 は戦争 に

もっ と も先鋭 的 に表 出 したの で あ る。18)

トフ ラー は,湾 岸戦 争 を情報 革命 に よる軍事力 の極 限 の効 率 化,産 業社 会

を基 礎 とす る第二 の波 の 軍隊 と第 三 の波 の軍隊 の衝 突 と位 置づ け,湾 岸戦 争

に よって 「第三 の波 の軍 隊」 はそ の卓越 性 を実 証 した と結 論 した。 トフ ラー

の 「第三 の波 」 の思 想 は,戦 争 で正 し さを証 明 し,ク リン トン・ゴア政 権 は

情報 ハ イ ウ ェー構想 を もって ア メ リカ社 会全 体 の 「情報 化社 会 」へ の変革 を

目指 した。

アメ リカの軍事 予算 的 は世界 一 で あ る。2001年 の アメ リカ国防予 算 は3105

億 ドル で世界 第1位 。 日本 の404億 ドル,イ ギ リス の340億 ドル,ロ シアの440

億 ドル,フ ラ ンス の253億 ドル,ド イ ツの210億 ドル,中 国 の170億 ドル,イ

ン ド156億 ドル な どの合 計 よ りも多 い。 米 軍 は核 ・非核 戦 力 にお い て ま さに

グ ローバ ル な軍 隊 であ る。 い ち早 くRAMに 取 り組 ん だ優 位 は,軍 事予 算 ・

軍事技術 の両 面か ら不動 であ ろ う。

経 済 と政 治 ・軍事 上 の 中心 点 が一 致 しない非 同心 円上 の 国際 関係 の 中で,

ア メ リカの 軍事力 の圧 倒 的優 位 は知 識情 報 革命 に よって支 え られ揺 るが ない

で あ ろ う。19)

(3)知 識情 報化 時代 の革 命理 論

言 うまで もな く知識 晴報 革命 とは知識 ・情報 が新 たな価値 を生 産す る よ う

に なった工業社 会 の究極 の局面 を意 味 してい る。知 識 ・情 報 は複製 に よって

無 限 に再 生 産可 能で あ るため にそ の価値 は無 限力 を得 て,そ の結果 知 識 ・情

報 を征 す る ものが世界 を征 す る。世 界 の価値 体 系 は根底 か ら変 化 す る。世 界

で最 も利 益 を生 み 出す産 業 は知 識 を売 っ て無 限の利益 を生 み 出す マ イ ク ロソ

フ ト社 に代表 され る知 識 ・情 報 産業 とな った。

アメ リカ社 会 は トフラー らが提 唱 して きた知 識 ・情 報革 命 に早 くか ら注 目

し,特 に湾岸 戦争 で これ らの理 論 の有効 性 が実 証 されてか らは 「情 報 共有 と

意志 決 定の下 部機構 委 譲」 を戦 略 的 に推 進 して きた。情 報 の独 占 に よって権

威 を維持 して きた 日本 型官 僚 シス テ ムで は知p情 報 革命 を完 遂 した米 国 シス

テ ムに は対抗 不 能 であ り,こ れが経 営判 断の遅 い 日本 型産 業形 態 が米 国経済

と衝 突 し惨敗 した原 因で あ る とされ てい る。



54

しか し知 識 情報 革命 の到 来 は知p情 報革 命 による地球 の さ らな る一体化 す

な わち グ ローバ リゼ ー シ ョンの進行 を深 め,一 方 で地球規 模 の搾取 体 制が形

成 され る可 能性 が 高 い と警 告す る論 が現 れた。 ア ン トニオ ・ネ グ リの 「帝 国

論」 で あ る。彼 は地球 一体 化 を推 し進 め る主体 の本性 その もの を帝 国 シス テ

ムの主体 であ る と主張 す る。

しか し彼 の 問題 意識 は,知 識 情報 革命 とグ ローバ ル化 で可 能 とな った地球

規模 の収 奪 に如何 に して対抗 す るか とい う問題 に集 中す る。生 産 の 中心 が コ

ミュニ ケー シ ョンへ 移行 す る こ とで知識 情報社 会 で もっ とも搾 取 され てい る

階級 は知 識労 働 者 で あ る。彼 らは裁 量労 働 の名 の下 に過重 な労働 を科 せ られ,

過 労 死 して も労働 組合 に も助 けて もらえない奴隷 労働 を強 い られ てい る。 ネ

グ リは知 識 情報 革 命 で可 能 とな る 自由 な知A人eマ ルチ チ ュー ドを想 定 し,

搾 取 へ の反乱,真 に人 間 的 な 自由で豊 か な社 会 を 目指 して知識 人 革命 を呼 び

か け る。

ネグ リは,知 識情 報 革命 とグローバ ル化 の果 て にマ ルテチ チ ュー ドに よる

市 民 的 自由 と発展 を謳歌 で きる人 間 的で豊 か な世 界 の到 来か,あ るい は超 国

籍 企 業 の際 限 の ない利益 追求 の宛 に生 まれ る強 度の管 理社 会 の到 来 を予 測す

るの であ る。 第三 の波 の到 来 で生 産力が 高騰 し,生 産 と資本 の関係 が大量 生

産 と大量 消費 の時代 の そ れ に もはや合致 しな いが故 に,彼 は知 識労働 者搾取

に対 抗す る革 命 論 を提 唱す るので あ る。 帝 国 とマ ルチチ ュー ドは知 識情報 革

命 後 の世 界 とい う コイ ンの裏 表 で あ る。20)

4.知 識情 報 革命 の時代 の 国際 関係論

(1)国 際 関係 は新 たな時代 に

知 識情 報革 命 の成 果 に よって地理 的 に も時 間的 に も地球 一体 化 が新 た な意

味 を持 とう として い る現代,人 類 は世界 を認 識 し歴 史 を形 成す るため に新 た

な努 力 を続 け て きた。

ウ オー ラー ステ イ ンは 「近代 世界 システ ム」 の考 え方 を提 起 し,そ れが西

洋 にユ6世紀 に成 立 しほぼ500年 か けて地球 全 体 に拡が った現 在 の経 済 シス テ

ム その もの で あ る と定義 した。 そ れ はあ る意 味 欧米が 世界 を支 配す る現 実 を

追 認 ・正 当化 す る理 論 と して も使 われ て きた。 しか しフラ ンク は 「欧米 のへ
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ゲモニーは19世 紀後半か ら20世 紀前半までのわずか100年 ほどに過 ぎない」

として欧米の世界覇権は短期間にす ぎず 「中国の台頭によって再びアジアの

時代がやってくる」 とヘゲモニーの交代 を予測した。

現実の世界は2020年 ごろには中国は経済規模でアメリカに並ぶことがほぼ

確実視 され,経 済のアジア ・シフ トによるアジアの台頭 と欧米中心の国際秩

序間の摩擦発生が予想されている。

しかし一方で トフラーが言うところの 「湾岸戦争によって第三の波の軍隊

はその卓越性を実証」 した事態は,世 界覇権国のアメリカ軍事力の効率を極

限まで引 き上げ欧米中心の世界システムは当面揺 らがないとも見 られている。

知識情報革命の果実によって世界 システムはその寿命 を大幅に延長する可能

性が出てきたのだ。経済発展の中心 と国際システムの覇権の中心が同心円で

重ならない状態 を如何 に解決するのかが21世 紀初頭に生 きる我々に科せ られ

た非常に重大な課題 となっている。

(2)平 等で豊かな国際システムを求めて

しかし欧米は知識情報革命の成果を世界の政治経済を支配する道具 として

使用 している。情報RMAに よる軍事支配の強化にアジアは同様に軍隊の知

識情報化によって軍事的に対抗するのであろうか。我々は米中軍事衝突の可

能性を注視すべ きであり,米 中双方の国際関係に対する考え方の変化,情 報

RAMへ の中国の対応,ア メリカの対中戦略などに注 目して可能であれば米

中戦争への道をふさがなくてはならない。太平洋 と日本海を経て両大陸の間

に位置する日本の地政学的使命である。そのためにも知識1青報革命の果実を

軍事に独占させてはならない。

一方で矛盾の根元的解決のために知識情報革命の中心であ りその成果を享

受する欧米と,生 産の中心であるアジアの矛盾 を相克する国際関係理論の誕

生が もとめられている。欧米先進国に根強い欧米中心主義と,西 欧近代化の

過程の中で客体の役割を強要 されてきたアジアの被支配の歴史を書 き換えて

行かねばならない。

サイー ドは 「支配的でも強制的で もない知のあ り方」 を求め,ル ゴ ドは

「相互に対等な関係で交易するサブシステム同志の緩やかな結びつ きによっ

て独 占的覇権の存在 しない統一的な世界経済システム」の存在 を立証 した。
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軍事的覇権によらない平等な世界システムの構築は可能であるし,実 現 しな

ければならない。

またネグリは,知 識情報革命 とグローバル化の果てにマルテチチュー ドに

よる市民的自由と発展を謳歌できる人間的で豊かな世界の到来か,あ るいは

超国籍企業の際限のない利益追求の果てに生まれる強度の管理社会の到来を

予言 した。欧米 とアジアとどちらの体制が知p情 報革命の成果を,平 和 と人

間の福利増大により有効に利用できるのかという競争が始まっている。

新たな 「世界システム」は軍事プレゼ ンスを否定する相互の自由な発展を

保証する真に平和的な政治経済システムでなければならない。地球一体化の

矛盾を解決する新たな理論が希求されるゆえんである。国際関係論は西欧中

心主義を超克 し,新 たなる視点から人類史全体を傭鰍 して平等で平和な時代

を築 き上げる地球国際関係論へ向けて昇華 しなければならない。

しか し課題は多い。9.11以降自由の象徴であったアメリカにも管理社会 ・

強権社会を指向する強い潮流が生まれているようだ。また元来アジア各国は

権威主義的体制 と親和性が高いと言われてきた。知識1青報革命がかつてマル

クス主義者たちに 「アジア的生産様式」 と椰楡 された 「市民が権力にす り寄

る体質」を変革 しうるのか?そ うでなければ逆に知識情報革命による高度な

管理社会が到来 し,各 人の自由な発展が否定される全地球管理体制が到来す

る可能性す ら存在する。知識情報革命が切 り開 く未来への展望は消 して明る

くはない。
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